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44．　超持久運動時の血清テストステロン／コル
　　　チゾール比の変動
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外科における入院患者動態と在院日数
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【目的】　長時間持久運動により、生体は蛋白異化
に傾き、骨格筋の傷害を示す血清逸脱酵素やミオグ
ロビン値や蛋白異化ホルモンである血清コルチゾー
ル殖が上昇するのに対し、蛋白同化ホルモンである
血清テストステロン値は低下する事が知られている。
しかし、これらの酵素やミオグロビンと上記2っの
ホルモンとの関係について検討した報告は少なく、
特に血清テストステロンとコルチゾールの比（T／
C）との関係について調べた報告は見られない。そ
こで、我々はT／Cが超持久運動でどのように変化
し、またそれが身体ストレスの指標となりうるか否
かを検討した。
【方法】　1988年と1989年に行なわれたハ
ワイ・アイアンマン・トライアスロン（水泳3．9k
m、自転車180．2km、マラソン42．2km）に
参加した日本人33名を対象とし、競技2日前、ゴー
ル直後及び翌日に採血し、血清テストステロン、コル
チゾール値を測定し、T／Cの変動を調べ、又身体ス
トレスの指標として血清クレアチンキナーゼ（CK）
ミオグロビン値を測定しT／Cとの関係を調べた。
【結果】血清テストステロン値は、競技前値と比較し
て直後では約50％、翌日では75％に低下し、血清
コルチゾール値は、競技前歯と比較して直後では約3
倍に上昇、翌日では前値よりやや減少した。T／Cは、
競技前面から直後には約17％と著明に低下したが、
翌日には、ほぼ前値に戻った。一方、血清CK値は競
技前主に対して、直後には約6倍と著明に上昇し、翌
日には更に上昇し10倍迄になった。T／Cの競技前
面に対する直後値の割合（％）と競技翌日の血清CK
値とMb値の相関を見た所、有意な負の相関を認めた。
その上CKの翌日値が、15001U／Lを越えた選
手15名口内1人を除いた14名及び血清ミオグロビ
ン値が1000ng／m1を越えた9名において競技
直後のT／Cが前値の20％以下に低下していた。
【考察と結論】生体における蛋白代謝の調節は、蛋白
同化と異化の両者のホルモンバランスの中で行なわれ
ているとしている。本研究では、テストステロンとコ
ルチゾールの比（T／C）が競技直後に著名に低下し、
その変化が翌日のCK値と良く相関する事。かっ血清
CK値が15001U／L又血清Mb値が1000n
g／m1を越えた選手では、競技直後のT／Cが前値
の20％以下になる事塗どを観察した。以上よりT／
Cは、超持久運動における筋傷害のような身体ストレ
スの1っの指標となりうる可能性が示唆された。
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【目的】1987－92年の外科病棟退院患者につ
いて、退院総括から住所1入院経路・年齢1在院
日数・術前日数を抽出し効率的病床運営・患者
収容体制、病院医療評価を得るため検討した。
【結果】
1．6年聞の外科退院患者動態
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①．近年2年間の患者数の変化は、新規が減
少し、再来が増加の傾向が見られた。
②．在院日数が20週以上の患者数は、全体の
2．4％である。しかし、総延べ在院日数の11．5％
を占め、平均在院日数を4日延ばしていた。
③．「手術の有無」による在院日数の差はほと
んど無いことがわかった。
④．術前日数の長期化は、在院日数の長期化
に関与していた。
【結語】
　高齢患者，再入院患者による在院日数の長
期化が浮き彫りにされた。今後、特定機能病院
とし効率的に機能を果たすためには、
①後方ベッドの確保を行い、円滑な病診連携、
②術前検査、特に予約検査（CT，MRI）等の迅
速な対応を図ることが急務と考えられる。
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